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仮
訳
は
い
ま
の
と
こ
ろ
い
つ
に
な
る
か
不
明
で
あ
る
。

以
下
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
第
四
三
条
の
正
文
を
掲
載
す
る
。

（
そ
の
他
の
条
項
は
、
『
部
落
解
放
研
究
』
六
八
号
所
収
の
も
の
と

同
様
で
あ
る
。
）

第
四
三
条
（
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の
設
置
）

１
こ
の
条
約
に
お
い
て
約
束
さ
れ
た
義
務
の
実
現
を
達
成
す
る
こ
と
に

つ
き
、
締
約
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
進
歩
を
審
査
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
。
委
員
会
は
以
下
に
定
め
る

任
務
を
遂
行
す
る
。

２
委
員
会
は
、
徳
望
が
高
く
、
か
つ
、
こ
の
条
約
が
対
象
と
す
る
分
野

に
お
い
て
能
力
を
認
め
ら
れ
た
一
○
人
の
専
門
家
で
構
成
す
る
。
委
員

会
の
委
員
は
、
締
約
国
の
国
民
の
中
か
ら
締
約
国
に
よ
り
選
出
さ
れ
る

も
の
と
し
、
個
人
の
資
格
で
職
務
を
遂
行
す
る
。
そ
の
選
出
に
あ
た
っ

て
は
、
衡
平
な
地
理
的
配
分
お
よ
び
主
要
な
法
体
系
に
考
慮
を
払
う
も

の
と
す
る
。

３
委
員
会
の
委
員
は
、
締
約
国
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
の
名
簿
の
中
か

ら
秘
密
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
各
締
約
国
は
、
自
国
民
の
中
か
ら

一
人
の
者
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
委
員
会
の
委
員
の
最
初
の
選
挙
は
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
日
の

後
六
カ
月
以
内
に
行
い
、
最
初
の
選
挙
の
後
は
二
年
ご
と
に
行
う
。
国

際
連
合
事
務
総
長
は
、
各
選
挙
の
日
の
遅
く
と
も
四
カ
月
前
ま
で
に
、

締
約
国
に
対
し
、
自
国
が
指
名
す
る
者
の
氏
名
を
二
カ
月
以
内
に
提
出

す
る
よ
う
書
簡
で
要
請
す
る
。
同
事
務
総
長
は
、
指
名
さ
れ
た
す
べ
て

則
と
し
て
、
毎
年
会
合
す
る
。
委
員
会
の
会
合
の
期
間
は
、
国
際
連
合

総
会
の
承
認
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
の
会
合
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
、
も
し
必
要
が
あ
れ
ば
、
再
検
討
さ
れ
る
。

ｕ
国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
委
員
会
が
こ
の
条
約
に
定
め
る
任
務
を
効

果
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
職
員
お
よ
び
便
益
を
提
供
す
る
。

皿
こ
の
条
約
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
委
員
会
の
委
員
は
、
国
際
連
合
総
会

の
承
認
を
得
て
、
同
総
会
が
決
定
す
る
条
件
に
従
い
、
国
際
連
合
の
財

源
か
ら
報
酬
を
受
け
る
。
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ま
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人
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特
集
Ⅱ
部
落
解
一
座
鮒
究
第
十
一
回
兵
庫
県
蟇
寓

解
放
理
論
の
創
造
を
め
ざ
し
て

記
念
謂
演
よ
り

駅瑚翻醐辮ぶべきもの
ア
ピ
ー
ル

曰
盗
産
別
国
際
連
帯
を
め
ざ
し
ｒ

エ
リ
ッ
ク
土
ノ
ス
，

ひょうご
部落解放

の
者
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
よ
る
名
簿
（
こ
れ
ら
の
者
を
指
名
し
た

締
約
国
名
を
表
示
し
た
名
簿
と
す
る
）
を
作
成
し
、
締
約
国
に
送
付
す

る
。

５
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
よ
り
国
際
連
合

本
部
に
招
集
さ
れ
る
締
約
国
の
会
合
に
お
い
て
行
う
。
こ
の
会
合
は
、

締
約
国
の
三
分
の
二
を
も
っ
て
定
足
数
と
す
る
。
こ
の
会
合
に
お
い
て

は
、
出
席
し
か
つ
投
票
す
る
締
約
国
の
代
表
に
よ
っ
て
投
じ
ら
れ
た
票

の
最
多
数
で
、
か
つ
、
過
半
数
の
票
を
得
た
者
が
委
員
会
の
委
員
に
選

出
さ
れ
る
。

６
委
員
会
の
委
員
は
、
四
年
の
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。
委
員
は
、
再
指

名
さ
れ
た
場
合
に
は
、
再
選
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。
最
初
の
選
挙
に

お
い
て
選
出
さ
れ
た
委
員
の
う
ち
五
人
の
委
員
の
任
期
は
、
二
年
で
終

了
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
五
人
の
委
員
は
、
最
初
の
選
挙
の
後

直
ち
に
、
最
初
の
選
挙
の
た
め
の
会
合
の
議
長
に
よ
り
く
じ
引
き
で
選

ば
れ
る
。

７
委
員
会
の
委
員
が
、
死
亡
し
ま
た
は
辞
任
し
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以

外
の
理
由
の
た
め
委
員
会
の
職
責
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
申
し
出
る
場
合
に
は
、
当
該
委
員
を
指
名
し
た
締
約
国
は
、
委
員

会
の
承
認
を
条
件
と
し
て
、
残
余
の
期
間
職
務
を
遂
行
す
る
他
の
専
門

家
を
自
国
民
の
中
か
ら
任
命
す
る
。

８
委
員
会
は
、
手
続
規
則
を
定
め
る
。

９
委
員
会
は
、
役
員
を
二
年
の
任
期
で
選
出
す
る
。

、
委
員
会
の
会
合
は
、
原
則
と
し
て
、
国
際
連
合
本
部
ま
た
は
委
員
会

が
決
定
す
る
他
の
適
当
な
場
所
に
お
い
て
開
催
す
る
。
委
員
会
は
、
原
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